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下野市立南河内第二中学校 令和８年度校長室通信 第１号
《 6つの「Ｃ」》
★Ｃｈｏｉｃｅ（選択）

★Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ（挑戦）

★Ｃｈａｎｃｅ（機会）

★Ｃｒｅａｔｅ（創造）

★Ｃourage（勇気）

令和８年４月１５日発行 発行者：秋山 貴子 ★Ｃａｒｅ（心遣い）

令和８年度がスタートしました。令和８年度は新入生７４名を迎えて、全校生
徒２２８名、教職員３４名でのスタートです。全教職員で南河内第二中学校の教育に取り組んで参り
ます。学校長の秋山貴子です。本校勤務２年目、微力ではありますが、生徒が通いたいと思う学校、
教職員が通勤したいと思う学校、保護者や地域が通わせたい（ここに学校があってよかった）と思う
学校になるよう全力で頑張りますので、どうぞよろしくお願いします。なお、学校目標等学校経営方
針は、学校運営協議会で承認をいただいた後にお示しします。

４月９日、桜の花が舞い散る春の佳き日に、下野市教育長様、下野市教育委員会教育委員様、下

皆さんや在校生が見守る中、令和８年度の入学式を挙行し、新入生７４名を温かく迎えることがで
きました。
担任の呼名にしっかり返事をし、真っ直ぐ視線を前に向ける姿に頼もしさを感じました。学校長

式辞では、「１つ目は、お互いの存在、お互いの違いを認め合える人になってほしいです。２つ目
は想像力を持った人になってほしい。３つ目は。Chance（機会）、Challenge（挑戦）、Change（変
化）、Create(創造) Courage（勇気）とCare（心遣い）を大切に生活して欲しいです。新入生は特
にチャレンジを大切にしてください。中学校の３年間は、日数にしては約１，０００日。様々なこ
とが皆さんを待っています。楽しいことうれしいこと感動すること、逆に苦しいことや悩むことも
あるでしょう。苦しい時、悩んだ時、必ずあなたを助け支えてくれる人がいます。それは友達仲間
であり先輩であり先生方です。そして１番身近な家族がいます。助けられた人支えられた人は、次
は助ける人支える人になってください。そういう輪の中で、共に南河内第二中学校を創っていきま
しょう。」と話しました。「新入生誓いの言葉」では、代表生徒が前向きな思いを発表しました。「在
校生歓迎の言葉」では生徒会長が温かな言葉を伝えました。
式終了後、１年生の集合写真を校庭で撮影しました。１年生はたくさんの教科書

をもって保護者と帰宅しました。
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４月８日、新年度を迎えて､
２年生と３年生は新たな気持
ちで学校生活をスタートさせ
ました。
始業式にあたり、学校長から、「この１年間を、どんな１年にしたいか、昨年度

の自分と同じままでよいのか、それとも、一歩でも前に進んだ自分になりたいの
か。今日という日は、その分かれ道のスタートです。「チャンス（Chance）」「チェ
ンジ（Change）」「チャレンジ（Challenge）」「クリエイト（Create）」「Courage（勇気）」「Care（心
遣い）」を「６つのC」として、皆さんに心にとめて生活してください。新入生が入ってきたら、先
輩として、背中で示してください。言葉で伝えてください。行動で支えてください。それが、この
学校の文化をつくります。この１年が、皆さん一人一人にとって、「やってよかった」と言える１
年になることを願っています。自分を高め、仲間とともに成長していきましょう。(要約)」という
話をしました。２年生と３年生の代表生徒が立派な決意を発表してくれました。
始業式終了後新担任・部活動顧問を校長が発表しました。今年１年間、それぞれのクラスや部活

動で新たな思い出を作っていって欲しいと思います。生徒たちは教室で教科書を授与されました。

今年度４月に南河内第二中学校に赴任された１２名を
校長が紹介した後、新任式に参加された８名の先生方
からあいさつをいただきました。その後生徒代表が、歓
迎の気持ちを伝えました。 《新しくいらした先生方》

４月１０日、生徒会主催で新入生歓迎会を開きました。生徒
会代表のあいさつの後、南河内第二中学校に関するクイズを行ったり、部活動ごとに工夫をした紹介の動画
を見たりしました。 １年生代表が、中学校生活への意欲と期待をこめたお礼の言葉を述べていました。新入
生を温かく迎える雰囲気が満ちあふれていました。

近年の猛暑を受け、子どもたちの健康と安全を守り、災害発生時において地域の避難
所としても利用されるため、体育館や武道場、特別教室にエアコンが設置されました。３
月に工事が終了し、早速入学式で使用しました。学校行事や保健体育の授業、部活動が
より安全で快適な環境のもとで実施できるようになります。今後は使用方法を工夫しなが
ら、適切に運用してまいります。 《体育館フロアー》

４月早々、学校では、子どもたちの安全を第一に考え、万が一の事態に備え「食
物アレルギー(エピペンの使い方）」「嘔吐処理」「外傷の対応」「救急車要請時
のシミュレーション」の研修を実施しました。 今回は緊急時の初期対応や教職員
の連携の在り方について確認し、いざというときに落ち着いて行動できるよう理解
を深めました。今後も様々な研修を行い子どもたちが安心して学校生活を送れる
環境づくりに努めます。

《嘔吐処理》


